
看護総合２９席

就職前新人研修の有効性と在り方についての検討

一シャドウ研修に対する受講者・学生担当者からの意見調査報告一

教育委員会○飛田敦子千代恵子教育委員

Keyｗｏｒｄ：就職前新人研修シャドウ研修 ｢非常に当てはまる」３０名（58.8％)、「概ね当てはま

る」１９名（37.3％)、「あまり当てはまらない」２名

（3.9％)、「全く当てはまらない」0名（0％）であ

った。

2）看護師として働くときのイメージがもてた

「非常に当てはまる」２５名（49.0％)、「概ね当ては

まる」２４名（47.1％)、「あまり当てはまらない」２

名（3.9％)、「全く当てはまらない」0名（0％）で

あった。

3）臨地実習とは違った現場の雰囲気を感じとれた

「非常に当てはまる」２６名（51.0％)、「概ね当ては

まる」１９名（37.3％)、「あまり当てはまらない」６

名（11.7％)、「全く当てはまらない」０名（0％）で

あった。

4）患者様への接し方がイメージ化できた

「非常に当てはまる」２０名（39.2％)、「概ね当ては

まる」２７名（52.9％)、「あまり当てはまらない」４

名（7.9％)、「全く当てはまらない」0名（0％）で

あった。

5）観察する大切さが分かった

「非常に当てはまる」２７名（52.9%)、「概ね当ては

まる」２０名（39.2％)、「あまり当てはまらない」３

名（5.9%)、「全く当てはまらない」１名（20％）で

あった。

6）スタッフ同士の協力を見ることができた

「非常に当てはまる」４４名（86.3％)、「概ね当ては

まる」７名（13.7％)、「あまり当てはまらない」「全

く当てはまらない」ともに０名（0％）であった。

7）１日の業務の流れを知ることができた

「非常に当てはまる」３０名（58.8%)、「概ね当ては

まる」１９名（37.2％)、「あまり当てはまらない」１

名（2％)、「全く当てはまらない」１名（2％）であ

った。

8）研修開催時期は適切であった

「非常に当てはまる」２９名（56.8％)、「概ね当ては

まる」１３名（25.5％)、「あまり当てはまらない」８

名（15.7％)、「全く当てはまらない」１名（2％）で

あった。

9）研修所要時間は適切であった

「非常に当てはまる」２５名（49.0%)、「概ね当ては

まる」１８名（35.3％)、「あまり当てはまらない」８

名（15.7％)、「全く当てはまらない」0名（0％）で

はじめに

近年マンパワー不足、看護技術能力の低下、早期離職

など、新人看護師をめぐる状況は複雑さを増している。
このような状況の中で、新人看護師の受け入れからスム

ーズな職場定着に向けた体制作りが今まで以上に重要な

課題となってきている。

当院では、平成１９年度新規採用看護職員を迎えるに

あたり、シャドウ研修が計画され、配属される部署にお

いて就職前の内定者を対象に実施された。シャドウ研修

での体験は、就業感や学習意欲向上に貢献し職場のスタ

ッフと学生との継続した関係作りに繋がると言われてい

る。今回実施したシャドウ研修に対する思いや意見につ

いて、受講者には研修直後と就職後３か月に、また部署

での研修担当者には研修直後に調査し、今後の研修の在

り方を検討する結果を得たので報告する。

Ｌ目的

今年度実施したシャドウ研修に対する受講者及び研修

担当者の思いを調査することで、次年度の効果的な研修

の在り方の資料とする。

Ⅱ方法

１．調査期間：平成19年３月～平成19年７月

２．調査対象：就職内定しシャドウ研修に参加した学生

６４名のうち新規卒業者５１名及び各部署の研修担当者

64名

３．調査方法:独自に作成した質問用紙を用い、「非常に

当てはまる」｢概ね当てはまる」「あまり当てはまらない」

「全く当てはまらない｣の４段階評価の選択方式とする。

また研修についての感想は記述式とする。研修受講者に

は３月研修当日及び就職後３ケ月の７月に調査を実施す

る。各部署研修担当者には、３月研修後に調査を実施す

る。

４．分析方法：調査結果を記述統計にて分析する。

５．倫理的配慮：アンケートは無記名とし個人の氏名及

び部署が特定されないよう配慮する。

Ⅲ、結果

1．新卒受講者の研修後調査の結果俵１）

１）現場の看護師に気軽に質問できた
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１）部署の場所や構造を１度見学していることが安心

に繋がった

「非常に当てはまる」２３名（45.1%)、「概ね当ては

まる」２３名（45.1％)、「あまり当てはまらない」５

名（9.8％)、「全く当てはまらない」０名（０％）で

あった。

２）会ったり話したりした先輩がいたことで打ち解け
やすかった

「非常に当てはまる」１４名（27.4%)、「概ね当ては

まる」２６名（51％)、「あまり当てはまらない」１０

名（19.6％)、「全く当てはまらない」１名（2％）で

あった。

３）同じ部署の新人と顔見知りになっていたことで心

強かった

「非常に当てはまる」２６名（51％)、「概ね当てはま

る」１８名（35.3％)、「あまり当てはまらない」６名

（11.7％)、「全く当てはまらない」0名（0％)、無

回答１名（2％）であった。

４）業務の流れのイメージがついていたことで業務に

入りやすかった

非常に当てはまる」１０名（19.6%)、「概ね当てはま

る」２２名（43.1％)、「あまり当てはまらない」１８

名（35.3％)、「全く当てはまらない」１名（2％）で

あった。

５）病棟の雰囲気を体験していたので緊張や怖さが和

らいでいた

「非常に当てはまる」１１名（21.6%)、「概ね当ては

まる」２９名（56.8％)、「あまり当てはまらない」８

名（15.7％)、「全く当てはまらない」３名（5.9％）

であった。

６）多くの患者を看ることのイメージがついていて入

りやすかった

非常に当てはまる」６名（11.7％)、「概ね当てはま

る」２６名（51％)、「あまり当てはまらない」１７名

（33.3％)、「全く当てはまらない」２名（４％）で

あった。

７）患者への接し方を見学していたので就職後参考に

なった

「非常に当てはまる」１５名（29.4%)、「概ね当ては

まる」２５名（49％)、「あまり当てはまらない」１０

名（19.6％)、「全く当てはまらない」１名（2％）で

あった。

８）'情報収集や観察のあり方を見学していたので就職

後参考になった

「非常に当てはまる」８名（15.7％)、「概ね当ては

まる」２７名（53％)、「あまり当てはまらない」１６

名（31.3％)、「全く当てはまらない」０名（０％）で

あった。

９）スタッフ同士の協力を見学していたので就職後参

考になった

あった。

１０）シャドウ研修を受けてよかった

「非常に当てはまる」４３名（84.3％)、「概ね当ては

まる」８名（15.7%)、「あまり当てはまらない」「全

く当てはまらない」ともに０名（0％）であった。

2げ部署研修担当者の研修後調査結果（64名）

１）新規採用者を暖かく迎えることができた

「非常に当てはまる」３６名（56.3%)、「概ね当ては

まる」２５名（39.1％)、「あまり当てはまらない」２

名（3.1％)、「全く当てはまらない」0名（0％)、無

回答１名（1.5％）であった。

２）新規採用者を迎え入れる心構えができた

「非常に当てはまる」２６名（40.7%)、「概ね当ては

まる」３１名（48.4％)、「あまり当てはまらない」６

名（9.4%)、「全く当てはまらない」０名（0％)、無

回答１名（1.5％）であった。

３）新人はシャドウしたことでイメージでき、仕事に

入りやすくなると思う

「非常に当てはまる」１０名（15.6%)、「概ね当ては

まる」４３名（67.2％)、「あまり当てはまらない」１１

名（17.2%)、「全く当てはまらない」０名（０％）で

あった。

４）新人は実習とは違う現場の雰囲気を感じることが

できたと思う

「非常に当てはまる」１５名（23.5%)、「概ね当ては

まる」３４名（53.1％)、「あまり当てはまらない」１２

名（18.8%)、「全く当てはまらない」１名（1.5％)、

無回答２名（3.1％）であった。

５）担当する複数の患者への接し方が分かったと思う

「非常に当てはまる」５名（7.9%)、「概ね当てはま

る」３１名（48.4％)、「あまり当てはまらない」２５

名（39.1％)、「全く当てはまらない」１名（1.5％)、

無回答２名（3.1％）であった。

６）新人は業務の流れや設備構造を知ることで不安の

軽減に繋がると思う

「非常に当てはまる」６名（9.4%)、「概ね当てはま

る」４０名（62.5％)、「あまり当てはまらない」１６

名（25%)、「全く当てはまらない」２名（3.1％）で

あった。

７）チームの協力体制を見学することができたと思う

「非常に当てはまる」６名（9.4%)、「概ね当てはま

る」３４名（53.1％)、「あまり当てはまらない」２３

名（36.0%)、「全く当てはまらない」１名（1.5％）

であった。

８）シャドウ研修があってよかった

「非常に当てはまる」１６名（25％)､「概ね当てはま

る」４０名（62.5％)、「あまり当てはまらない」７名

（11.0%)、「全く当てはまらない」１名（L5％）で

あった。

３．新卒受講者の就職３カ月後の調査結果（表２）
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「非常に当てはまる」10名（19.6%)、「概ね当ては

まる」２５名（49％)、「あまり当てはまらない」１６

名（31.3％)、「全く当てはまらない」0名（0％）で

あった。

１０)就職後３ケ月を振り返りシャドウ研修を受けて

よかった

非常に当てはまる」２７名（53％)、「概ね当てはま

る｣22名(43％)、｢あまり当てはまらない｣2名(4%)、

「全く当てはまらない」0名（0％）であった。

4．記述による研修についての感想

１）受講者の研修当日の感想

・病棟の雰囲気や看護師同士の関係を感じ取ること

ができた

．１日の業務の流れを体験することができよかった

・担当看護師がとても優しく親切だった

・自分が働くときのイメージが湧いた

・病棟の構造・設備を知ることができよかった

・病棟の雰囲気がとてもよかった

・４月から現場で|動くのが楽しみになった

・不安が和らいだ

・スタッフ同士が協力して１人の患者に対応してい

くことの大切さを学んだ

・昼休憩に看護師と話すことで協力して働こうとい

う気持ちが高まった

・実習では見えなかった看護師の動きを、ついてま

わることでイメージできた

｡研修時間が長く、時間をもてあました

２）研修担当者の研修当日の感想

・新人と話ができ、面識が持ててよかった

・プリセプターとしての自覚がもてた

・プリセプターのJ心構えができた、棟習のようにな

った

・新人の緊張が分かり、３月中に来てよかったと思

う

・現場の雰囲気や仕事の流れが分かってもらえた

.どう接してよいか戸惑った

・見学だけということで戸惑った

.つい多く説明し教えたくなる

３）就職後３ケ月を振り返っての研修の感想

・就職前にどんな感じなのかイメージできよかった

・多くの患者を優先111頁位を付けて看るイメージトレ

ーニングになった

・イメージが湧いてスムーズに仕事に入jrした

・就職前に病棟の先輩方と関わりができよかった

・見るだけということでプレッシャーを感じること

なく研修を受けることができた

・就職することへの楽しみな気持ちが大きくなった

・手伝えるケアがあればさせてほしい

５．シャドウ研修の力怯についての調査結果

１）時間について：４時間22名（43.1％)、６時間

２５名（490％)、その他４名（7.9％）

2）研修日数について：１日２３名（45.1％)、２日

２３名（45.1％)、３日５名（9.8％）

3）研修時期について：３月初め５名（9.8％)、３

月中旬15名(29.4％)、３月下旬30名(58.8％)、
不明１名（2％）

4）進め方について：今年度と同じ見学のみ４７名

（92.1％)、変更４名（7.9％）

Ⅳ考察

新人看護師が職場の不適応に至る要因は複雑多岐にわ

たっているが、最も大きな要因の一つはリアリティショ

ックと言われている。就職して体験する現実とのギャッ

プを少しでも緩和し、職場・仕事に適応できるよう支援

することが重要である。今年度就職前に、仕事をする現

場を見学しスタッフと出会うことで少しでも就職後のイ

メージを体験することを目的とした。

受講者・部署研修担当者ともにシャドウ研修があって

よかったと解答している｡その理由として､受講者は｢現

場の雰囲気を感じ取れた｣｢業務の流れを知ることが出来

た」｢観察する大切さがわかった」「スタッフ同士の協力」

などを挙げている｡部署担当者は、「新人を温かく迎える

ことが出来た」「新人を迎える心構えが出来た｣などの解

答が挙げられ新年度プリセプターをする準備として有効

であると感じていると思われる。職場のイメージ化や雰

囲気の体験、患者への対応の仕方など新人が感じている

ほど担当者は効果があると感じていないようである。就

職後３ヶ月しての研修の振り返りでは、業務のイメージ

化や職場の雰囲気、患者への接し方などより見学してい

たことで安心、スタッフに会っていたことによる打ち解

けやすさ、同期と顔見知りで心強いなど精神面での効果

を高く評価している。

次年度の研修の持ち方に関し、７対１看護職員配置に

よる大量の新規採用者に対応することも念頭に、時間や

時期、日数など調査結果を参考に計画していきたい。

Ⅳ、結論

1．シャドウ研修は、受講者及び部署研修担当者ともに

実施されたら良いと考えている。

2．シャドウ研修の効果として、就職前には両者ともに

業務の流れを見学し仕事のイメージができること

が大きいと考えている。

3.シャドウ研修の就職後の評価として､新卒看護師は、

見学による安心と顔見知りができる心強さを挙げ、

精神面への効果があると考えている。

4．シャドウ研修の研修時間・日数、部署担当者の調整

や研修の説明、研修内容の検討が必要であることが

示唆された。

参考文献

－１１５－



1）佐藤エキ子：新人看護師の受け入れに向けてこれから必要に

なる視点，看護管理，ＶＯＬ１７ＮＯ３、216～221,2007

2）山口千鶴子：新人看護師の早期離職防止にシャドウ研修を導

入して，看護管理,ＶＯＬ１７ＮＯ３、237～242,2007

－－１１圏凹

Lu弘ｇｏ卍UＤＣ

表２新卒受講者の就職後3ケ月調査結果、5１

函■■函一一■■麺■群一一凹亜西■画幽

翻■図■麹璽、図H恩田鑓画■■幽恩函麹函■■露顕麹蜜圃藩目■■麹麹圃F■■－=－－－

繭■函圃閣呵■闘顧■蘭餌翻日轍嵐薊周蘭閣日岡鰯H翻謝鰯HHHH爾圃囲麺蘭P■￣字

－画■■函轟函■■■圃西:噸､闇騒騒､鰯､顕一因■■￣■、函

シャドウ研修が良かった

スタッフ同士の協力が参考

観察のあり方が参考

患者への接し方が参考

團4非常に

■3慨ね

□2あまり

ロ1全く

■o無回答

顔見知りになり心強い

見学が安心に繋がった

0％１０９６２０９６３０９６４０％５０９６６０％７０９６８０％９０９６10096

－１１６－


